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政
府
は
推
進
す
る
資
産
所

得
倍
増
プ
ラ
ン
で
２
０
２
４

年
か
ら
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
恒
久
化

を
決
定
、
ま
た
同
年
中
に
創

設
と
さ
れ
る
金
融
経
済
教
育

推
進
機
構
（
仮
称
）
で
は
、

幅
広
い
金
融
商
品
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
「
中
立
的

な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
認
定

・
リ
ス
ト
化
す
る
予
定
だ
と

発
表
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か

ら
続
く
物
価
高
や
金
融
緩
和

修
正
の
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
へ

の
影
響
な
ど
家
計
の
不
安
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
勉

強
会
は
、
生
活
者
の
お
金
の

不
安
を
解
消
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
お

金
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
つ

い
て
、
真
に
顧
客
の
立
場
に

立
っ
て
提
案
を
行
う
た
め
の

「
中
立
性
」
と
は
何
な
の

か
、
利
益
相
反
を
徹
底
的
に

排
除
す
る
こ
と
は
可
能
な
の

か
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
・

環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
国
内

外
の
最
新
事
例
を
も
と
に
解

説
す
る
も
の
。

　
は
じ
め
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協

会
理
事
長
で
Ｉ
Ｆ
Ａ
法
人
Ｇ

Ａ
Ｉ
Ａ
㈱
の
中
桐
啓
貴
代
表

取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

「
信
頼
で
き
る
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
存

在
意
義
と
Ｆ
Ａ
協
会
の
果
た

す
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｆ

Ａ
協
会
の
誕
生
背
景
や
活
動

を
説
明
し
た
。
ま
た
、
25
年

に
わ
た
る
中
桐
氏
自
身
の
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
経
験
か
ら
見

え
る
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
存
在
意
義

や
、
現
在
金
融
庁
が
進
め
て

い
る
顧
客
本
位
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
に
お
け
る
議
論
に
つ
い

て
の
協
会
の
見
解
な
ど
を
述

べ
た
。

　
次
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
理

事
で
Ｉ
Ｆ
Ａ
法
人
㈱
Ｆ
ａ
ｎ

の
尾
口
紘
一
代
表
取
締
役
が

「
国
内
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
現
場
よ

り
、
顧
客
動
向
と
２
０
２
３

年
の
課
題
と
見
通
し
」
を
テ

ー
マ
に
、
顧
客
か
ら
の
相
談

事
か
ら
見
る
直
近
の
意
識
変

化
を
解
説
し
た
。
運
用
相
談

す
る
顧
客
の
70
％
以
上
が
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
興
味
が
あ
る
こ
と

や
、
商
品
の
選
び
方
か
ら
相

談
す
る
人
が
一
番
多
い
こ

と
、
株
式
短
期
売
買
な
ど
の

相
談
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

顧
客
動
向
や
国
内
外
の
最
新
事
例
紹
介

オンラインで行われた第１回メディア向け説明会

　
一
般
社
団
法
人
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
は
２
月
３

日
、
第
１
回
メ
デ
ィ
ア
向
け
説
明
会
「
『
貯
蓄
か
ら
投
資
』
や
資
産
所
得
倍

増
の
実
現
に
資
す
る
中
立
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
あ
り
方
と
は
～
急
増
す
る
金

融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
動
向
や
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
海
外
と
の
比
較
、
今
後

の
課
題
を
考
察
～
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
当
日
は
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
約
30
人
が
参
加
し
た
。

ファイナンシャル・アドバイザー協会

第
１
回
メ
デ
ィ
ア
向
け
説
明
会
開
催

中
立
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
あ
り
方
解
説

Ｉ
Ｆ
Ａ
業
界
が
乗
り
越
え
る

べ
き
課
題
と
し
て
、
現
在
は

Ｉ
Ｆ
Ａ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規

模
な
事
業
者
と
し
て
個
別
に

活
動
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
必
要
な
情
報
や
研

修
機
会
な
ど
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、
専
門
性
や
提
供
役

務
水
準
等
も
事
業
者
に
よ
っ

て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
協
会
と
し
て
研
修
の
開

催
や
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ

て
よ
り
良
い
業
界
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
な
ど
を
解
説
し

た
。

　
続
い
て
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会

理
事
で
Ｎ
Ｒ
Ｉ
ア
メ
リ
カ
金

融
・
Ｉ
Ｔ
研
究
部
門
長
の
吉

永
高
士
氏
が
「
顧
客
と
そ
の

家
族
の
人
生
に
寄
り
添
い
、

投
資
家
と
し
て
の
成
功
を
支

援
す
る
中
立
的
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
あ
り
方
と
は
：
世
界
最

大
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
市
場
で

あ
る
米
国
の
経
験
か
ら
の
示

唆
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
利
益
相
反
を
徹
底
し
て

排
除
し
た
り
最
小
化
す
る
こ

と
に
よ
る
真
の
「
中
立
性
」

を
確
保
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
「
助

言
」
だ
け
で
は
な
く
投
資
も

セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
米
国
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
実
態
、
顧
客

と
そ
の
家
族
の
人
生
に
寄
り

添
い
伴
走
す
る
「
ゴ
ー
ル
ベ

ー
ス
資
産
管
理
モ
デ
ル
」
に

つ
い
て
解
説
し
た
。


